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■提出（ ／ まで） ■ノート添付 □提出不要 □その他（

下人のしたことについて、下人の悪事を訴える検察側、弁護する弁護側に分かれて、裁

判をします。目的は勝ち負けではなく、物事を多角的に考えることです。

検察側の理由 ５つ以上箇条書きにする。 弁護側の理由 ５つ以上箇条書きにする。

検察側の時のメモ

弁護側の時のメモ

判定の時のメモ 【検察側】 【弁護側】



マイクロディベートの進め方

①検察側立論（６０秒）下人の有罪の理由（悪い理由）を３つ述べる。

「下人の悪い点は、１つ目は～、２つ目は～、３つ目は～です。」

②弁護側立論（６０秒）下人の無罪の理由（悪くない理由）を３つ述べる。

③検察側反論（４０秒）弁護側の立論に対して反論する。

「弁護側は○○と言いましたが、□□ではないのですか。」

④弁護側質問（４０秒）検察側の立論について反論する。

⑤自由討議 （９０秒）互いに自由に意見を述べ合う。

⑥判定 ４対１・３対２の２通りで、勝敗を下す。

「３対２で弁護側の勝ち」

⑦ふりかえり（６０秒）判定の理由を説明し、感想を話し合う

１回戦 Ａ（検察側） Ｂ（弁護側） Ｃ（判定）

２回戦 Ａ（弁護側） Ｂ（判定） Ｃ（検察側）

３回戦 Ａ（判定） Ｂ（検察側） Ｃ（弁護側）

判定基準

内容 伝え方

①主張がはっきりしていた ①声の大きさ

②理由の説明がわかりやすかった。 ②話す速さ

③構成がまとまっていた。 ③身振り手振り

判定結果

検察側 弁護側 判定

１回戦 氏名 対 氏名 氏名
自分の得点

２回戦 氏名 対 氏名 氏名

３回戦 氏名 対 氏名 氏名 点

感想



１．下人のしたことについてことについて、検察側と弁護側に分かれて討論する。

・一人が、検察側にも弁護側にもなる。

２．マイクロディベートの目的を説明する。

・あくまでもゲームである。

・勝ち負けではなく、物事を多角的に考えることである。

３．検察側の理由（下人が悪い理由）と弁護側の理由（下人が悪くない理由）を、５つず

つ以上書き出す。（８分）

４．３人組になる。

・３人になれないときは４人組も作る。

５．役割の順番を決める。

・ＡＢＣを決める。

・４人組は、２人で１つの役割をする。

１回戦 Ａ（検察） Ｂ（弁護） Ｃ（判定）

２回戦 Ａ（弁護） Ｂ（判定） Ｃ（検察）

３回戦 Ａ（判定） Ｂ（検察） Ｃ（弁護）

６．マイクロディベートの手順を説明する。

７．マイクロディベートをする。

①検察側立論（６０秒）

・下人の罪、悪い点について３つ述べる。

「下人の悪い点は、１つ目は～、２つ目は～、３つ目は～です。」

②弁護側立論（６０秒）

・下人の悪くない点について３つ述べる。

③検察側反論（６０秒）

・弁護側の立論に対して反論する。

「弁護側は○○といいましたが、□□ではないのですか」

④弁護側反論（６０秒）

・検察側の立論に対して反論する。

⑤討議（１２０秒）

・互いに意見を述べ合う。どちらが喋ってもいい。

⑥判定（一瞬）〈４対１、３対２の２通り〉

⑦ふりかえり（１２０秒）

・判定の理由を説明し、意見を交流する。

８．自分の得点を計算する。


